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課題名：日本のフーコー振り子の見学・活用ガイドの制作 

実施者：渡部義弥（大阪市立科学館） 

 

事業目的 

 本事業は、科学博物館の常設展示としてしばしば見られる「フーコー振り子」について、日本国内

の展示状況と利用状況を調査し、資料としての冊子「日本のフーコー振り子の見学・活用ガイド」を

作成し、展示施設などに配布することによって「フーコー振り子」展示の活用を促すことを目的とし

て行った。 

 

成果物 

調査研究報告書を兼ね、一般の人

も読めるように構成した、Ａ５・20

ページ・表紙カラー・中面モノクロ

刷りの冊子「フーコー振り子見学・

活用ガイド」を 300部作成した（右

図）。  

冊子の目次は下図の通りである。  

特徴としては、日本国内のフーコ

ー振り子の設置リストの最新版を掲

載したことである。 

また、フーコー振り子を解説するときに役立つと思われる内容をコラムとして記し、さらにフーコ

ー振り子の活用事例を端的に述べ採録した。またメン

テナンスについて調査にて浮かび上がったポイントを

掲載した。 

作成した冊子のうち 100 部弱は、全国 60 余りの展

示施設と調査協力者配布用とし、残部はこれを活用し

た研究会などのさいに活用して行く予定である。 

また、今後の活動として、冊子の作成データを利用

した電子ブックを作成し、誰でも利用できるようにネ

ット上で無償公開し、随時アップデートをしていく予

定である。 

 掲載予定のホームページは、職場の大阪市立科学館

で 設 置 し て い る 個 人 ホ ー ム ペ ー ジ の

http://www.sci-museum.kita.osaka.jp/~yoshiya であ

る。 
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事業経過 

事業は、成果物となる冊子の作成をゴールとしていたため、まず冊子の構成を考え、それから逆算

して必要な情報を得るという方針を立てた。 

冊子では相互活用や相互の活用事例参照、フーコー振り子の展示がない施設からの利用などに重要

な全国のフーコー振り子のリスト作りを第一と考えた。そのため、全国の科学館の展示状況について

書面での悉皆の調査を行うことを計画していたが、予備的な調査、ヒアリングで科学館では展示が撤

去される傾向にあること、学校園での授業やクラブ活動での活用がむしろ目立つことが明らかになっ

た。 

また活用の実際や、手応えを知るためには対面のインタビューが必要という感触を得たため、書面

での悉皆調査に代えて、直接出向いてのインタビューを多く行うこととした。 

これらインタビュー乃至は展示状況視察を行い、日々の運用やキャプションパネルの表記などを確

認した。キャプションパネルについては歴史的に誤った解説が書かれているものも散見されたこと、

ヒアリングの際フーコー振り子についての情報源を知らない展示施設もあったことから、冊子にてこ

れら情報も紙面を割くこととした。 

最終的に、これらを勘案して成果物の項目に示したように冊子を作成した。 

 以下に事業の経過について示す。 

 

1．予備調査 

科学館関係者や教育関係者が集まる集会などで、フーコー振り子の展示についてのヒアリングを行

った。具体的には大阪府地学教育研究会（40名参加）、全国プラネタリウム大会・福井（200名参加）

などの研究集会や、個別に連絡を取れる展示担当者に電話にてヒアリングを実施した。 

 結果として、科学館のものについては、かなり多くのフーコー振り子が運用中止、廃棄になってい

ることがうかがわれた。具体的には北九州、高松、釧路のフーコー振り子が廃棄となっていることが

判明した。それぞれ正常に作動しなくなった、館が移転する際に再設置のコストが出なかったと言っ

た理由が挙げられていた。展示としての魅力については一致して、子供から大人までじっくり眺める

人が多いという声があった。 

 当初は 2002～2004年のフーコー振り子 150周年のさいに本事業の担当者が行った調査に基づき、

郵送にて調査票を配布・回収する予定だったが、当時のリストがあまり役に立たないことがうかがわ

れたので、方針を変更し、次の３方法で調査を行った。うち３つめは当初から計画していたことだが、

分量を増やして実施することにした。 

 

 1）メーカーへのヒアリング。出荷・メンテナンスリストを入手し活用 

 2）電話などの通信手段を使い調査 

 3）展示施設に出向いての視察乃至は担当者へのインタビュー 

 

  



２．本調査 

 次表に示す通り、ヒアリング、現地視察の調査を行った。 

 

日   場所 内容概要 

６月６日 福井県立エンゼルランド（児童科学館） 展示状況調査、ヒアリング 

６月１１日 大阪大学 展示状況調査 

７月２５日 共創テクノ集団（京都） メーカーヒアリング 

８月２０日 弘前大学 展示状況調査、ヒアリング 

８月２４日 名古屋市科学館 展示状況調査 

８月２７日 伊丹市こども文化科学館 展示状況調査、ヒアリング 

９月７日 国立国会図書館、さいたま市青少年科学館 論文調査、資料コピー 

展示状況調査 

９月２１日 京都市青少年科学センター 展示状況調査、ヒアリング 

９月２３日 元姫路科学館職員小関氏 ヒアリング 

１１月２３日 株式会社ナリカ（東京） メーカーヒアリング、研究会参加

によるヒアリング 

１２月１７日 元杉並区立科学館茨木氏 ヒアリング 

１２月１８日 株式会社ナリカ（東京） メーカーヒアリング、資料複写 

慶應高校 展示状況調査、ヒアリング 

１月１２日 京都市青少年科学センター 展示状況調査（撮影） 

１月２７日 姫路科学館 展示状況調査 

１月２８日 神戸市立青少年科学館 展示状況調査、ヒアリング 

１月３０日 名古屋市科学館 展示状況調査、ヒアリング 

３月１１日 九州大学 展示状況調査 

３月１６日 国立科学博物館、葛飾郷土と天文の博物館 展示状況調査 

以上のうち、共創テクノ集団は国内で継続的にフーコー振り子を製作している木下製作所の関連会

社（住所は同じ）であり、最近の納品やメンテナンスに関する資料をいただいた。 

フーコー振り子に関しては釣り元のメンテナンスがよくあること。学校への納品が目立つことを教

えていただいた。 

また、株式会社ナリカは、フーコー振り子を説明するための教材を継続的に製造販売しており、そ

の教材の開発についての話や、出荷が多かったときの状況（受験でフーコー振り子が頻繁に出題され

た時期が１９８０年代にあったこと）を教えていただいた。また、理科教員が集まる研究会にて調査

の中間報告的な発表を急遽行い、その場でディスカッションを行いフーコー振り子について何が関心

時で何が知られていないのかを探れた。ナリカには後日伺い、過去のすべてのカタログからフーコー

振り子に関するページの複写を行わせていただいた。 

施設 OBで、フーコー振り子の設置、活用に携わった、小関高明氏（元姫路科学館）と茨木孝雄氏

（元杉並区立科学館）の両氏には個別に約束をしてインタビューを行った。各々、設置時のメーカー

提案が純粋なフーコー振り子ではなかったところで、米国のカリフォルニアアカデミーのキットを導

入したことと風の影響の問題。長時間観察しなければいけないことに対応しての教育プログラムの工

夫。振り子の釣り元のナイフエッジのメンテナンスの問題などについて伺うことができた。 

また、京都市青少年科学センターや神戸市立青少年科学館では、地震や建物の変形の影響でメンテ

ナンスしても精度よく実験が行えなくなることなどを教えていただいた。 

  



 

 

弘前大学の宮永教授        小関高明氏     名古屋市科学館のフーコー振り子 

 

 

ナリカのカタログ（１９７５年版）より、フーコー振り子実験器が「新製品」とされている 

 

３．冊子の制作 

 成果物として冊子を作成するにあたって、ヒアリングをした方達から、「振り子を見ながら手軽に

活用できるものが良い」という声を受けて、当初予定していた A４版から A５版にすることとした。 

 制作は１月ごろから着手し、追加で必要を感じた調査を加え、最終成果物として３月に完成した。

構成については、最初の成果物に述べた通りである。 

 

４．今後について 

 本事業の成果物を活用し、学校での設置状況や公開状況についてさらに調査を進める。冊子を電子

ブックとし、随時改定をしていけるように考えている。 


